
Ⅱ．事業評価個表（令和５年度）

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第2次若狭町総合計画（令和5年度～令和9年度）
　第3章　基本計画
　　第3部　6　自然・文化を楽しみ「幸せ」とともに未来へ引き継ぐまちへ
　　　　　　　(1)文化・芸術を楽しめるまちづくり

事業開始年度 令和５年度 事業終了（予定）年度 令和５年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 若狭町

交付金事業実施場所 若狭町市場、中央

交付金事業の概要

当町の文化振興施設の維持運営に本補助金を充当することにより、施設の健全な維持運営
に努め、地域住民や文化団体が利用しやすい環境を実現することによって、文化活動の振
興と充実を図ります。
・パレア若狭、リブラ若狭 の職員6人の人件費9ヶ月分に活用します。

番号 措置名 交付金事業の名称

3 地域活性化措置 若狭町文化振興施設維持運営事業



評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和５年度

自主・共催
事業(コン
サートや講
演会等)8回

自主・共催事
業(コンサー
トや講演会
等)の回数

成果実績 回 11

目標値 回 8

達成度 ％ 137.5%

評価年度の設定理由

毎年度PDCAサイクルによる需要改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

若狭町の文化・芸術振興の拠点であるパレア若狭において、年11回の自主・共催事業の開催や、図書館で
の読み聞かせなどの開催で、質の高い文化サービスの提供と町民の文化振興に寄与することができまし
た。今後も、自主・共催事業を開催することで、文化の振興を図るとともに、質の高い充実した文化サー
ビスの提供に努めていきます。



交付金事業の担当課室 若狭町パレア文化課

交付金事業の評価課室 若狭町総合政策課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

職員人件費 雇用 町職員 23,473,793

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 17,085,000 24,113,000 15,940,000 57,138,000

うち文部科学省分 12,085,000 16,225,000 13,940,000 42,250,000

総事業費 17,297,582 24,796,371 23,473,793 65,567,746

うち経済産業省分 5,000,000 7,888,000 2,000,000 14,888,000

交付金事業の総事業費
等

令和３年度 令和４年度 令和５年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度 令和４年度

63 54

達成度 ％ 100.0% 85.7% 100.0%

令和５年度

パレア若狭職員の雇用量
（雇用人数（人）×雇用
期間（月））

活動実績 人月 45 54 54

活動見込 人月 45




